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写経会 毎月（１月２月を除く）第２日曜 時間午後１時～随時（１６時終了）都合付く時間にできます。 

●写経（般若心経）を始めませんか！ 

期日 毎月第二日曜日（１月２月はお休み） 

時間 午後１時～随時（午後４時終了） 

参加予約不要  イス席 筆ペンも可 

参加費 納経料３００円 

＊筆、硯、墨等の準備はありますが、使い慣れたもの

を持参していただいても結構です。写経台紙（手本）、

写経用紙はこちらでご用意いたします。 

＊時間内のいつでも写経できます。（１時間位） 

10/10（日）、11/14（日）、12/12（日） 

▼
授
戒
会
に
つ
い
て
（
３
） 

 
広
厳
寺
で
は
開
山
四
百
回
忌
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
昭
和
三
十
八
年
以
来
、

五
十
年
ぶ
り
に
、
報
恩
の
お
授
戒
会
を

修
行
い
た
し
ま
す
。
「
授
戒
会
」
（
じ
ゅ

か
い
え
）
は
正
し
い
み
仏
の
教
え
を
聞

き
、
心
で
信
じ
、
身
体
で
行
じ
て
身
も

心
も
清
ら
か
に
な
り
、
生
き
な
が
ら
仏

様
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
曹
洞
宗
最
高
の

法
要
儀
式
で
あ
り
、
有
り
難
い
「
お
勤

め
」
で
す
。 

●
日
程
と
戒
金
変
更
に
つ
い
て 

 

乗
雲
７
９
号
で
日
程
と
戒
金
（
授
戒

経
費
）
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

し
た
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
左
記
の

と
お
り
変
更
い
た
し
ま
す
。
尚
、
正
式

な
ご
案
内
は
平
成
二
十
四
年
春
に
各
家

宛
お
届
け
い
た
し
ま
す
。 

一
、す
で
に
戒
名
を
戴
い
て
い
ま
す
。 

 

戒
名
を
持
っ
て
い
る
方
は
そ
の
戒
名

の
ま
ま
で
禅
師
さ
ま
か
ら
お
血
脈
を
頂

戴
い
た
し
ま
す
。
授
戒
に
何
度
も
つ
い

て
沢
山
功
徳
を
積
ん
で
い
る
方
も
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
有
り
難
い
こ
と
で
す
。 

一
、血
脈
と
は
？ 

 

お
釈
迦
様
か
ら
教
え
を
受
け
継
い
だ

和
尚
様
の
名
前
（
系
図
）
を
記
し
、
最

後
に
ご
自
身
の
戒
名
を
書
き
入
れ
、
一

本
の
赤
い
線
で
結
び
、
更
に
お
釈
迦
様

へ
と
帰
り
ま
す
。
つ
ま
り
血
脈
と
は
そ

れ
を
戴
く
こ
と
に
よ
り
、
は
っ
き
り
と

お
釈
迦
様
の
弟
子
と
な
る
「
証
明
書
」

で
す
。
多
く
の
場
合
、
授
戒
の
ご
縁
に

逢
う
こ
と
が
な
い
の
で
亡
く
な
っ
た

後
、
葬
儀
に
於
い
て
戒
名
を
お
授
け
し
、

血
脈
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 

ど
う
か
二
度
と
な
い
、こ
の
機
会
を
逃

す
こ
と
な
く
、一
人
で
も
多
く
の
方
々
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
初
め

て
の
方
が
ほ
と
ん
ど
と
思
わ
れ
ま
す

が
、お
気
軽
に
お
考
え
く
だ
さ
い
。 

 

＊
ご
不
明
な
点
は
ど
ん
な
こ
と
で
も 

広
厳
寺
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

■
お
授
戒
に
対
す
る
質
問
箱 

一
、誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
か
？ 

 

老
若
男
女
、
年
齢
や
経
験
、
檀
家
で

あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
希
望
者
は
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

一
、体
調
が
心
配
で
す
。 

 

お
寺
で
も
出
来
る
だ
け
の
配
慮
を
し

ま
す
の
で
せ
っ
か
く
の
好
機
を
逃
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。 

一
、足
腰
が
悪
く
正
座
が
で
き
ま
せ
ん
。 

 

全
員
椅
子
を
使
用
し
ま
す
。
ま
た
、

お
話
を
聞
い
た
り
、
法
要
参
加
の
時
に

は
楽
な
姿
勢
で
か
ま
い
ま
せ
ん
。 

一
、授
戒
内
容
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

読
経
、
聞
法
、
礼
拝
行
、
坐
禅
、
法

要
（
諸
仏
諸
菩
薩
・
先
祖
）
等
、
皆
さ

ん
初
め
て
の
方
ば
か
り
で
す
の
で
、
作

法
、
心
構
え
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
事

細
か
に
丁
寧
に
指
導
い
た
し
ま
す
。
五

日
間
の
内
に
作
法
も
身
に
付
き
、
気
持

ち
に
も
ゆ
と
り
が
出
て
き
ま
す
。
安
心

し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 

一
、五
日
間
お
寺
に
泊
ま
り
ま
す
か
？ 

 

原
則
と
し
て
通
い
と
な
り
ま
す
。
遠

方
の
方
は
山
内
泊
に
も
対
応
い
た
し
ま

す
。
一
日
目
は
午
後
か
ら
、
二
日
目
か

ら
四
日
目
は
終
日
、
二
、
三
、
四
日
目

は
昼
食
、
夕
食
を
お
寺
で
食
べ
ま
す
。 

写経は私達の先祖から受け継がれてきた浄行として、今もな

お多くの人々によって根強く信奉されています。わが国での

写経の歴史は、日本書記に、「書生を聚めて、始めて一切経

を川原寺に写す。」とあり、その後、聖武天皇のころ、写経

司を任命し、これら専門のものが書写して収蔵し、また、諸

国の国分寺等に配布されました。それがおそらく平安時代ご

ろから、修行の為や、病気平癒、先祖供養など祈りや願いを

目的にした個人的写経が始められたようです。このように写

経には長い歴史があり、多くの人の信仰生活に心のやすらぎ

を与える糧となってきました。それは身と心を調えて行う写

経のこころが、そのまま仏さまの教えの心に通うからにほか

ならないのです。「経を写す」ただそれだけの浄行です。 

大
授
戒
会 

平
成
二
十
五
年 

五
月
二
十
七
日
〜
三
十
一
日 

（
五
日
間
） 

戒 
 

金 
 
 
 

五
万
円 

因
脈
授
与 

 
 
 

一
万
円 

亡
戒
血
脈 

 
 
 

五
千
円 

＊
募
集
百
五
十
名 


